
koko
テキスト ボックス
第Ⅰ期調査報告書

koko
コメント
内部比較は5線量群による傾向性の検定をおこないっ片側検定のP値を報告



 50 

７．６ 考察のまとめ 
以下に主要な解析結果の考察をまとめる。 

（１）外部⽐較 
  放射線業務従事者の全死因および非新⽣物の死亡率は⽇本⼈男性の死亡率と⽐べて有

意に低く、これは主に健康労働者効果によるものと考えられた。この効果の影響が⼩さ
いと考えられる全悪性新⽣物の死亡率は⽇本⼈男性の死亡率と⽐べて有意な増加は⾒ら
れなかった。また、⽩⾎病を含め部位別にみても、⽇本⼈男性の死亡率と⽐べて有意に
増加している悪性新⽣物はなかった。 
 したがって、⽇本⼈男性と⽐べて、この集団の悪性新⽣物による死亡率は⾼くなかっ
た。 

 
（２）内部⽐較 
  ⽩⾎病については、累積線量とともに増加する有意な傾向性は認められなかった。⽩

⾎病を除く全悪性新⽣物については、前向き解析対象集団で潜伏期を考慮した場合には、
累積線量とともに増加する有意な傾向性を⽰したが、これは、⾷道、胃および直腸の悪
性新⽣物の死亡率が累積線量とともに有意に増加していることが反映されたことによる
ものである。潜伏期を考慮しない場合、並びに全解析対象集団や、住所地を調整した解
析ではいずれも有意な傾向性は認められなかった。 

  部位別の結果では、⾷道、胃および直腸の悪性新⽣物の死亡率が累積線量とともに増
加する有意な傾向性を⽰した。ただし、多数の検定を繰り返して⾏うと偶然に有意とな
ることもあり得るので、これを避けるために⾏った多重⽐較法では胃および直腸の悪性
新⽣物の傾向性は有意ではなかった。上記３部位以外の部位の悪性新⽣物には有意な傾
向性は認められなかった。第Ⅰ期調査で有意な傾向性が認められていた膵臓がん（潜伏
期を考慮した場合）も、第Ⅱ期調査では有意な傾向性は認められなかった。これら部位
別の結果の解釈に当たっては、発がんに関連する⽣活習慣等の交絡因⼦の影響等によっ
てもたらされた可能性について、さらに未だ観察期間が短いことについて注意しなけれ
ばならない。 
 また、多発性骨髄腫は住所地を調整した解析（前向き解析対象集団で潜伏期を考慮し
ない場合）で有意な傾向性を⽰した。しかし、症例数が極めて少ないので、放射線との
関係を論じる段階にはない。 
 外因死の死亡率は⽇本⼈男性と⽐べて有意な増加は⾒られなかったものの、累積線量
とともに増加する有意な傾向性が認められた。これまでのところ、外因死と放射線との
関連についての疫学的知⾒は乏しく、また、この疫学調査では外因死について考察する
上で必要な⽣活や就業等に関する状況についての情報が無いので、これに関する詳細な
考察を⾏うことは出来なかった。 
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